
仙台教育事務所 『授業づくりポイント１０』（平成２２年３月作成） 平成 30 年 3月表記変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②学習意欲 

教師が引き出す子供の学習意欲 

・できる喜び，分かる楽しさ ・教師の言葉掛け５Ｗ１Ｈ 

・  

授業の前に 授業のあとで 

④実態把握 

学習内容に関する子供の

実態把握 

・多面的で多角的な実態把握 

・子供の興味・関心・意欲の把握 

・明解で具体的な評価規準の設定 

⑤教材・教具 

ねらいに迫る教材・教具 

・諸感覚で捉えさせる教材・教具 

・興味・関心を持たせる教材・教具 

・追究意欲を持続させる教材・教具 

⑩評価 

評価で見取る子供一

人一人の成長･変容 

 

・評価で確認，子供の課題 

・多様な評価の方法 

  観察による評価 

  製作物による評価 

  活動の観察による評価 

  ポートフォリオによる評価 

            など 

⑥課題・ねらい 

学習の道筋とゴールが見える 

課題・ねらい 

・焦点化された課題・ねらい 

・授業の道筋とゴールを明確に 

・切実感，必要感のある課題・ねらい 

・ 

 
⑧発  問 

思考と表現を促す発問 

・考えをゆさぶる発問 ・多様な考えを引き出す発問 ・端的で表現を吟味した発問 

・ 簡潔，明瞭な発問 

⑦指導方法 

子供の学ぶ姿をイメージした 

指導方法 
・学習形態 ・指導体制  ・学習過程 

・解決方法 ・追究方法  ・学習活動 

・コース別 ・ＩＣＴの活用 ・評価 

               など 

⑨板  書 

流れが見える構造化された板書 

・思考の流れが見える板書  ・構造化された板書  ・ノートとつながる板書 

 

③学習規律 

授業の基盤は学習規律 

・授業の中の生徒指導 ・個と集団の関わり 

 

この『授業づくりポイント１０』は平成１４年度に当

教育事務所が作成した『管内学校教育のめざすもの』

にある「授業作り１０のヒント」を基に平成２１年度

仙台教育事務所管内研究主任研修会において各校研

究主任の先生方が原案を作成したものです。 

①学級づくり 

互いを認め合う学級づくり 

・のびのびと生活できる学級 ・子供と教師の笑顔があふれる学級 ・共感し合う学級 

 

今日は何の勉強かな？ もっと調べたい！ 

指 導 と 評 価 の 一 体 化  

 ＜診 断 的 評 価＞         ＜形 成 的 評 価＞           ＜総 括 的 評 価＞ 

授  業  で  は 

つかむ     調べる     練り合う      まとめる 

やってみよう！ 分かった！ できた！ 



 

  学級づくりとは，「子供一人一人が『学び合い』を通して成長していく場となる

学級を，担任が子供とともにより良くつくりあげること」と言うことができます。 

よい教材を用いて丁寧に指導しても，学級づくりができていなければ学習の効果は

上がりません。この「学級づくり」を前提にし，授業をつくっていくことが大切です。 

①学級づくりについてのワンポイント 

授業づくりにおいて基盤となるのは学級経営，すなわち学級づくりです。子供が授業に意欲的に

打ち込めるようにするためには，子供と担任の信頼関係，子供同士の人間関係を豊かにし，安心し

て学校生活を送ることができる学級をつくることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究主任研修会では，全てのグループの先生方が「学級づくり」に関するポイントを挙げていま

した。「いつも笑顔の学級づくり」「共感し合える雰囲気づくり」「知的な楽しさを感じるクラス」

「温かい人間関係が土台となる学習集団」などです。これらをまとめたテーマが 

 

 

 

「授業づくりポイント１０」のイメージ図を見て分かるように，学級づくりは他の９つのポイン

トの基盤となるものです。 

 

■ 参考文献：小島 宏著「早わかり教育のキーワード１６０」学事出版  2008 

互いを認め合う学級づくり です。 

『学級づくりに必要なこと』 

□子供と担任の信頼関係 

担任は子供一人一人について理解し，子供が担任に対して安心して話ができる

ような信頼関係を築いていくことが重要である。 

□子供相互の温かい人間関係 

子供一人一人が互いを尊重し，思いやりを持って行動できる集団をつくること

が重要である。このことが，授業における「まちがいをおそれることなく，発

言できる雰囲気づくり」に結び付いていく。 

□基本的な生活習慣の確立 

挨拶や言葉遣い，身の回りの整理整頓など基本的な生活習慣を確立させること

は，学級内に温かい雰囲気を生んだり，学習意欲を高めたりする上でも効果が

期待できる。 

□学習規律の確立・・「③学習規律についてのワンポイント」参照 

学習規律が確立していない場合，授業が成立しないことがある。その結果，多

くの子供が学習に集中できず，学習内容の定着に影響を及ぼす場合も考えられ

ることから，学級における「学習規律の確立」は重要である。 

 



 

学習意欲には様々な捉え方がありますが，例えば「進んで課題をつかみ，それを解決

したり追究したりしようとする学習行動を子供に起こさせるもの」と捉えることもでき

ます。 

②学習意欲についてのワンポイント 

 

 

 

 

学ぶことの楽しさを味わったり，解決した喜びを感じたりし，学習意欲を高めていくことは大切

なことです。 

 学習意欲を高めていくことは，学習したことを日常生活で活用したり，生涯にわたって学び続け

たりすることにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

研究主任研修会では，「知的好奇心を満足させる」「１時間の中の満足の笑顔」「できた喜びを味わわ

せる自主活動」「できる喜び，分かる楽しさ」など,｢学習意欲｣に関するポイントが多数見られました。

これらをまとめたテーマが 

 

 

 

学習意欲を高めるためには，授業中はもちろん，授業の前や後においても，教師がどう関わるかが

重要です。 

■ 参考文献：吉崎静夫著「活用型学力が育つ授業デザイン」ぎょうせい 2008 

教師が引き出す子供の学習意欲 

例えば，次のような場合に子供たちは学習意欲を示します。 

○『何をするか』が分かっている。 

○『どのようにすればよいか』が分かっている。  

そのためには，授業の課題やねらいを明確にします。 

しかし，子供の表面だけでは意欲はつかみきれません。 

  意欲は，子供の言動から見取ることもできますが， 

同時に一人一人の子供の特性に応じて，子供の内面か

ら洞察することも大切です。 

学習意欲の持続化 

新しい知識を獲得したり，

友達と学ぶ中で満足感を得

たりすることで，子供の学

習意欲は持続し,子供は，

「もっと調べてみよう。」

「やってみよう。」と思いま

す。 

です。 

『学習意欲を高めるために』 

  授業では，次の３つを大切にしましょう。 

 □子供に，「おもしろそうだ。」「何だろう。」という興味・関心を持たせること  

・新しく出会った問題や場面が，既習事項やこれまでの自分の知識と関連があると

いうことに気付き，「やってみたい。」「できるかもしれない。」「みんなと調べてみ

たい。」と思えるものにする。 

□子供に，学習する必要感を持たせること 

・日常生活との関連を図り，生活に役立つということが分かる学習にする。 

・学習内容のよさやすばらしさに気付かせる。 

□子供に，「分かった。」「できるようになった。」という実感を持たせること 

・学習の振り返りの時間を大切にする。  

・その時間の学習への取り組み方のよさ，頑張ったことなどを子供に気付かせる。 



 

学習規律とは，「授業における子供の学び合いや練り合い，話す力・聞く力を育成す

る上で基盤となるものである。」と言うことができます。 

学習規律を身に付けさせるためには，決められたルールを守るだけでなく，子供自身が規律の必要

性を理解し，自分たちで規律をつくってみることも大切です。また，教師自身が留意する点もありま

す。例えば，子供たちに，授業前に教室へ戻るという規律を身に付けさせるのであれば，教師は必ず

チャイムと同時に授業を始めるように心掛けなければなりません。つまり，教師側の規律も必要です。

また，このような取組を全校で実践することが子供たちの意識を高め，学習する集団の基盤づくりの

一つとなります。 

③学習規律についてのワンポイント 

 

 

 

「学習規律」は，「授業中に立ち歩かない」「私語を慎む」などの「基本的なルール」と捉えがち

です。しかし，守るべき事項を教師が示すだけでは子供の中に主体的に学習に取り組もうとする気持

ちは芽生えません。「意見の言い方や聞き方」など，子供が共に学び合う学習活動を促す「学習規律」

を身に付けさせることが必要です。 

『子供の学習規律の例』 学習規律の意義 

□学習の準備 

・休み時間のうちに教科書，ノート，筆記用具など，次の授業に必要なも

のを準備する。 

□チャイムが鳴り終わる前に着席 

・チャイムが鳴り終わる前に着席し，静かに授業の始まりを待つ。 

○チャイムは，単なる

時刻の連絡ではあり

ません。チャイムは

「さあ，みんなでや

ろう。」というメッ

セージなのです。 

○始まりと終わりの挨

拶は，けじめある学

校生活を送る基本に

なるものです。 

○教師と子供の間の適

切なやり取りや応

答，子供同士の話合

いを行うことで，集

団で学習する効果が

期待できます。（高

め合い，練り合い等） 

○学習したことが次の

活動に生かされま

す。 

□始業，終業の挨拶 

・授業の始まりと終わりはきちんと挨拶をし，けじめをつける。 

□私語や立ち歩き 

・授業中に私語や立ち歩きをしない。 

□授業への取り組み方 

・適切な言葉で語尾まではっきり話す。 

・発言するときは，相手に伝わるように意識して話す。 

・根拠を持って話すように心掛ける。（特に，小５・６年，中１～３年） 

・話し手の意見を理解しようと意識して聞き，分からないときは質問する。 

・自分の考えと異なった考えについても受け入れる。 

・グループ活動ではリーダーを中心に積極的に話合いや活動に取り組む。 

□用具・道具の後片付け 

・授業中に使用したものを，元の場所にきちんと片付ける。 

□宿題への取組，翌日の学習準備 

・宿題や家庭学習に時間を決めて取り組む。 

研究主任研修会では，「楽しさの中にも規律あり」「授業の土台は学習訓練」など，「学習規律」

に関するポイントが多数見られました。これらをまとめたテーマが 

 

 

授業において「学習規律」は大きな役割を果たすものです。 

■ 参考文献：小島 宏著「早わかり教育のキーワード１６０」学事出版  2008 

授業の基盤は学習規律 

授業中 

授業後 

です。 

 

授業前 



  実態把握を「①本単元の学習が有効に進められていくための前提となる基礎的な

学習内容がどの程度理解，習得されているか，②本単元のゴールとなる目標行動に

沿った問題に対する解答を踏まえて，個々の子供及び学習集団の現時点での状況は

どうか，について知ること」と考えます。 

④実態把握についてのワンポイント 

 
 
 
 
 
 

 

教科，授業，学習内容についての意識調査の他に，レディネステスト，プレテスト，ポストテス

ト（適用問題）を行って学習内容に関する実態を調査することもできます。こうしたテストを活用

した場合，明解で具体的な評価規準が設定でき，授業に生かせる実態把握にもなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

研究主任研修会では，「複眼的に子供を見る」「実態を知らずして授業はならず」「生徒を知る，

己を知る」「一人一人の顔を思い浮かべて実態を把握する」など,｢実態把握｣に関するポイントが多

数見られました｡これらをまとめたテーマが 

 

                       

 

 子供の実態に応じた指導の方法を検討し，単元の指導目標に迫っていく計画の立案が大切になっ

てきます。 

 

■ 参考文献：古藤泰弘/小林一也共著「授業評価の基本と実際（Ⅰ）（Ⅱ）」教育工学研究協議会 1986 

学習内容に関する子供の実態把握 

『レディネステスト，プレテスト，ポストテスト』 
□レディネステスト 

  ・このテストのねらいは,これからの学習に向けての学力の状況を調べるものです。 

 ・単元計画の作成前に行うもの，授業の導入段階で調べるものがあります。 

 ・目標行動の前提となる行動がレディネスになります。 

 ・レディネスに不足があれば，事前や展開途中において補充する場面を考えます。 

□プレテスト 

 ・このテストのねらいは，１単位時間ごとや単元全体に関する学習内容の習得の程

度を調べるものです。 

・プレテストは「難しすぎず易しすぎず」が基本です。この授業で解決できそうだ

という期待を持たせるテストにすることで，意欲を高めることにもなります。 

 ・どんなつまずきが見られるかを把握することで，指導のヒントを得ることができ

ます。 

□ポストテスト（適用問題） 

 ・このテストのねらいは，学習した内容の習得の程度を調べるものです。 

 ・「ポスト」は，授業や単元の終了時を指しています。ポストテストは，次時への

形成的評価としても，単元全体の総括的評価としても捉えることができます。 

 ・ポストテストは，学習して「分かるようになったこと」「できるようになったこ

と」を問題とすることで，成就感や達成感を持たせることにつながります。 

・観点別，領域別などに実態を把握し，補充指導の手掛かりとすることができ 

ます。 

です。 

 



 

教材・教具は，「学習の目標を達成させるための学習内容であり，また，より良い

授業を行うために有効なもの」と言うことができます。用語として「教材」「教具」

の定義はそれぞれなされますが，定義が重なる部分もあるので，「教材・教具」とし

て使われることが多い用語です。 

留意点②・・授業を構成するときは 

なぜ 何を理解，発見させるための教

材・教具なのか，目的をしっかり把握

しておく。 

どのように 教材・教具を単元，あるい

は授業の「どこで」「どのように」使

うのかを明確にしておく。 

⑤教材・教具についてのワンポイント 

・教科書は，教科を教える中心的な教材です。身の回りにある素材も教材・教具になります。 

 

  

 

 

 

 

 

 こうした教材・教具の活用に当たっては，次のような留意点を踏まえて計画することも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊自作教材は，深い教材研究と児童生徒に関するしっかりとした実態把握などにより，できてくるも

のです。市販，既存の教材・教具だけでなく，教材・教具を，自作，開発していくことも大切です。 

 

研究主任研修会では，「ニーズに合わせた教材・教具」「諸感覚に訴える教材・教具」「興味・関

心を持たせる教材・教具」など,「教材・教具」に関するポイントが多数見られました。 

これらをまとめたテーマが 

 

   

 

教材・教具は，学習のねらい,子供の実態を踏まえて活用することがとても重要です。 

ねらいに迫る教材・教具 

取捨選択 

再 構 成 

再 組 織 

加   工 

 

 

 

教材・教具 

学習内容，活動内容，学習カード， 

問題，ワークシート，模型・・ 

 

留意点①・・教材・教具を活用する前に 

○学習のねらいを達成させる上で，適切

かどうか。 

○子供の実態，ニーズに合っているか。 

○興味・関心を引くものになっている

か。 

○日常生活，地域との関連があるか。 

○学習指導要領や年間指導計画との関

連はどうか。 

素 材 

自然 情報 人 
商品 もの 本 

こと 伝統  

文化・・・・ 

です。 



 課題とは，「単元（題材）や１時間の授業において，子供が『その単元（題材） 

やその時間で何をするのか』を具体的につかむことができるものです。また，ねら 

いとは，学習指導要領の各教科・領域等の目標及び内容と，子供の実態をもとに設 

定した単元（題材）や単位時間の教師の指導目標である。」と捉えることができま 

す。 

⑥課題・ねらいについてのワンポイント 

 各教科・領域等の「ねらい」を踏まえて，子供が意欲的に授業に参加することができるようにす

るためには，子供にとって具体的で，追究意欲が高まり持続できる「課題」を設定することが大切

です。 

 

研究主任研修会では，「子供が分かる今日の課題」「焦点化された学習課題」「明確で具体的な

課題」など，「課題・ねらい」に関するポイントが多数見られました。これらをまとめたテーマが 

 

学習の道筋とゴールが見える課題・ねらい 
 

 

  

課題は，学習の内容や方法に見通しが持てるものにすることを意識して設定していくことが大切

です。 

『課題の設定に当たって』 
 

□授業のねらいを押さえる。 

  ・単元（題材）や単位時間で子供に身に付けさせたい力を具体的に設定する。 

・各教科・領域等の評価規準とのつながりを明確にする。 

 

 □子供の気付きや感想を生かす。 

  ・「なぜ，……なのだろう。」「……をやってみたい。」と，課題に結び付く 

ような問題意識をもたせ，必要感や興味・関心を高める。 

    →問題意識を持たせるために 

          （例）◆子供の生活体験や経験と結び付ける。 

        ◆これまでの学習との比較をする。 

        ◆実物の提示をする。     など 

   

 □学習の道筋とゴールが見通せるものとする。 

    ・子供が「何を（どんな内容を）」「どのように（どんな方法で）」追究し，

解決していくのか，または，取り組んでいくのかを分かるように示す。 

  ・子供自身が「何ができるようになればよいのか」を分かるように示す。 

  

□子供の実態に応じた具体的な表現をする。 

    ・子供の実態を把握する。（※「④実態把握についてのワンポイント」参照） 

  ・子供にとって分かりやすい言葉や表現を用いる。 

  ※課題の設定は，体験などの活動の中で行うことが効果的な場合もあります 

です。 



 

指導方法とは，「授業のねらいを達成させるために，子供の興味・関心や理解度，こ

れまでの学習の取組，学級集団のよさなどの様々な実態を考慮した，子供のために講

じる最も効果的な手立て」と言うことができます。 

⑦指導方法についてのワンポイント 

単元の目標あるいは，本時の目標の達成に向けて，子供と教材のつながりを意識しながら，子供

や学校の実態を基に学習場面と指導方法を構想します。その際，学習形態，指導体制，追究方法，

学習活動，ＩＣＴの活用，評価等について，具体的にイメージしながら指導方法を決めることが大

切です。 

『指導方法の一例』 

【学習形態は？】 

  

 

 

【小集団での学習形態は？】 

 

 

 

【指導体制は？】 

 

 

 

【個に応じた指導は？】 

 

 

 

 

研究主任研修会では， 

「学習形態の工夫」「多様な学習形態」「個に応じた指導」など,「指導方法」に関するポイントが

多数見られました。これらをまとめたテーマが 

 

                         

 

私たち教師は，日々，指導方法の工夫・改善に取り組んでいます。大切なことは，形態や型が先

行し過ぎるのではなく，子供の学力・学習状況や学習のねらい，子供の思考の流れなどを適切に見

取り，指導方法を考えていくことです。 

子供の学ぶ姿をイメージした指導方法 

□ 一斉指導で 

□ 小集団指導で 

□ 個別指導で 

学級という集団の中で，学び合いを通して，授業のねらいを

達成させるために，それぞれのよさを生かした効果的な形態

にします。 

□ 学習内容で 

□ 人数で 

□ 追究方法で 等 

小集団にすることにより，主体的な学習への展開が期待され

ます。実験，共同での作業，調べ学習，話合い，討論など学

習内容により形態を考えていきます。 

□ 少人数指導で 

□ ＴＴ指導で 

 等 

個に応じた指導を実現させ，基礎・基本の確実な定着を図る

上で有効な指導方法です。担当教師間の綿密な打合せが必要

になります。 

評価規準に照らした学習の実現状況に応じ，学習内容の理解

を一層深め広げる学習や，フィードバックして繰り返し取り

組む学習，つまずきに応じた学習などが必要です。 

□ 発展的な学習で 

□ 補充的な学習で 

です。 



 

発問とは，「学習の対象に出合った時に，子供が持つ多様な考えや思いをより良いも

のにしていくための，学習の目標やねらいに照らして行う教師の問い掛けである。」と

言うことができます。 

○「つかむ」段階では，子供が生活経験や既習事項を想起しながら，

学習内容に対する興味・関心を高めていくことができるような発

問をします。また，子供が疑問に思ったことや発見したことを問

うことも大切です。 

○「調べる」段階では，追究や解決の見通しを持たせる発問が必要

です。予想させたり，追究や解決の方法を問い掛けたりしながら，

学習を主体的に進めていこうとする意欲を高めていきます。 

○「練り合う」段階では，調べた結果や結論を問います。結果や結

論を導き出した根拠を問いながら，それぞれの結果や結論の共通

点や相違点などを確認し，学級全体で考えを深めたり，広げたり

できるような発問も大切です。 

 
○「まとめる」段階では，学習したことを整理し，まとめることが 

できる発問をします。さらに，子供が新たな課題に気付いたり， 

次時の学習への関心を高めたりするような発問も大切です。 

・教師の話し方（声の大きさ，抑揚，間の取り方，簡潔ではっきりした言葉）  

・教師の表情（視線，笑顔） ・意図的指名（学習のねらいに即して）  

・発問を糸口とした子供相互のやりとり 

教師の大切な役割は，子供たちの発言を丁寧に取り上げ，その発言と発言をつなげた発問を行い，

子供の考えを深めたり，広めたりすることです。そうした発問を行うためには，子供の実態把握と

教材研究の深さが必要になります。 

⑧発問についてのワンポイント 

発問は，子供の反応を見ながら行うことが大切であり，子供がどのように答えるのか，反応する

のかを予想し，計画的に行うことが必要です。そのために，授業の各段階の役割を押さえた発問を

考えておくことも必要です。 

【授業の各段階における発問の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

研究主任研修会では，「ぶれない発問」 

研究主任研修会では，「発問の精選」「発問，指示は明確に」「思考と創造の発問」など「発問」に関

するポイントが多数見られました。これらをまとめたテーマが 

 

 

子供は，教師が気付かないようなすばらしい考え，アイディアをたくさん持っています。それをい

かに導き出すかは,私たち教師の発問にかかっています。 

思考と表現を促す発問 

つかむ 

調べる 

練り合う 

まとめる 

です。 

さらに，次のことにも留意しましょう 



 

板書は，「黒板に学習の流れを分かりやすく示したり，学習の内容を構造化したりす 
ることで，子供の思考活動を盛んにしたり，考えたことをまとめたりするために優れた
役目を持つ。」と言うことができます。 

⑨板書についてのワンポイント 

 板書は，教師がどんな授業をするかという授業の構想と関係しています。その計画を基に授業を組

み立てることで授業の全体を見通したり，後でどこがうまくいかなかったのかを振り返ったりすると

きに役に立ちます。 

 また，子供の発言やつぶやきなどを生かしながら板書を構成することも大切です。ノートが子供一

人一人の「個人思考の場」であるとすれば，黒板は子供たちにとって「共同思考の場」にもなります。 

                                                                                       

 『板書について』  

   

  □「板書で確かめる」 

   ・課題を書き，ねらいを意識させる。 
 □「板書で考えさせる」 

   ・子供の多様な考えを引き出す。 

   ・黒板で，互いの考えを比較検討さ 

    せる。 

   ・考えを検討し合った過程を大切に 

    記録する。 

   ・資料等は思考を助けるために用い 

る。 

 □「板書でまとめる」 

   ・課題に対するまとめを行うことに 

    よって，子供の思考をまとめる。 

   ・まとめることで，学習内容が整理され，学習の 

    満足感・達成感が高まり，次の学習への意欲を高めていく。 

 

   

   

    
 

  

 

 

 

 

 

 

  
 

研究主任研修会では，「板書は学びの足跡だ！」「一時間の流れが分かる板書計画」「思考の流れ

を把握した板書」など，「板書」に関するポイントが多数見られました。これらをまとめたテーマが 

 

 

 

 板書は，授業のねらいを達成するための一つの方法です。板書の量や構成，何をどのように書くか

は，学習のねらいによって決めていくことが大切です。 

 

□ノートとの関連を図る。（ノートの利用の一例） 

  ・課題を書く。 

  ・自分の考えを書く。（理由や根拠を書く） 

  ・まとめを書く 

  ・振り返りをする。（学習感想や自己評価等） 

  ※ノートは子供が学習を振り返るときにも 

   役立ちます。 

◆ＩＣＴの活用…ＩＣＴ機器には，画面上で操作したり，画像などに直接書き込ん

だり，学習内容を保存できたりするものがあります。なお，ＩＣＴによる情報の

提示は，そのまま板書の代わりになるものではないことに留意が必要です。 

黒板（板書の例） 
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流れが見える構造化された板書 です。 



評価は，「子供に学習内容が確実に身に付いているかを適切に判断したり，私たち 
教師が日々の教育活動を反省し改善したりすることなどに目的があります。また，授
業においては，指導と評価は一体であり，子供一人一人の成長を明らかにしていくこ
とが大切である。」とされています。 

評価で見取る子供一人一人の成長・変容 

⑩評価についてのワンポイント 

各教科等のねらいを達成するためには，単元（題材）及び各時間の子供の達成状況を把握すること

が大切です。また，授業では，子供の変容を確実に見取り，学習意欲を持続させることも大切です。 
                                                                                       

    

 『子供の成長と変容を見取る評価を充実させるために』  

   

  授業前には ～診断的評価～  

  □授業のねらいを確認し，評価規準を設定する 

   ・各教科・領域等のねらいを基に，単元（題材）及び各時間で目指す子供の 

    姿を具体的に設定する。 

   ・実態把握を行う。（※「④実態把握についてのワンポイント」参照） 

・１単位時間の評価項目は，１～２つに絞る。 

 □評価方法を設定する 

   ・評価規準に照らして，到達できたかどうかを見取ることができる具体的な方 

    法を設定する。 

      

 授業中に行う評価の例 ～形成的評価～ 

 □授業者の観察評価     

   ・全体での発表内容 

   ・机間指導の際の個々のつぶやき，発言内容 

  ・子供の表情など，表出したもの 

  □ノートによる評価 

   ・ノートに記された内容による評価 

   

    ◆教師の言葉かけを大切に 

    ・共感する ・ほめる ・認める ・励ます ・助言する など 

 

 授業後に行う評価の例 ～総括的評価～ 

  □作品による評価   

   ・作文や絵画等の作品について，見る観点を基によさをとらえた評価 

  □記述による評価   

   ・ねらいに即した振り返り，適用問題などによる評価           

  □面接による評価   

   ・記述や作品等では表現されない部分について聞き取る評価 

 

 研究主任研修会では，「やる気を引き出す評価」「自分も友達も…よさに気付く評価」など，「評

価」に関するポイントが多数見られました。これらをまとめたテーマが 

  

 

 

授業においては，子供が学んだ喜びを味わい，成長したことを実感できるような評価を行うことが

大切です。評価を行うに当たって，私たち教師には，子供の姿を具体的にイメージできる規準を設定

することが求められます。 

「学習の過程を大切にした評価」 
 

 子供の活動の記録を累積した
り，変容を見取ったりするために
は，補助簿や座席表を活用するこ
とも一つの方法です。 

です。 


